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配偶子融合の分子メカニズム  
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細胞融合は受精や器官形成に必須な現象であり、更にウイルス感染や癌といった

病態にも関わる現象である。この細胞融合が、生体内でいつ、どこで、どのような

細胞によって、どのようにして生じるのか、その理解は進んでいない。一方、受精

の研究では数多くのノックアウトマウスが作製されたが，長い間信じられてきた受

精の概念を全面的に肯定している結果はほとんどない。 

今回のセミナーでは、配偶子融合に関わる卵型エキソソームの働きを中心に、配

偶子融合の分子メカニズムについて最新の知見を紹介したい。 
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